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昭和 52年版までは,食料の確保の重要性から第 1次産業 と,日本を代表する工業である




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出版社名 単元名 情報産業 情報ネットワー ク
Э日本文教出版(旧大阪書籍) 『情報を伝える』 テレビ放送 医療
Э東京書籍 『情報産業とわたしたちのくらし』 テレビ放送 医療
Э教育出版 『情報のなかに生きる』 テレビ放送 医療
Э日本文教出版 『情報は,どのように伝えられるの』 新聞 医療・福祉





















































































































































































米 田も,「分かる過程 (探究 I)」において社会認識 を形成 し,そこで習得 した知識 を価値









































































































































































9 日本の通信業 不 明
歴史教育者協議会編『新たのしくわかる社会科 5年の授業』
あゆみ出版 1992.10 pp.224‐235














































える 5年』国土社 2001.3 pp.151・163
19 情報をくらしに生かす 小林賢司
高野尚好。小林賢司。寺崎千秋編著『新社会科の授業 こう教
える 5年』国土社 2001.3 pp.164-175
20 わたしたちのくらしと情報 都留覚
筑波大学附属小学校。社会科教育研究部『これだけは教えた
い基礎。基本 社会科』図書文化 2002.3 pp.130・13
21 放送局で働く人々 都留覚
筑波大学附属小学校。社会科教育研究部『これだけは教えた












































































































































































22 私たちの生活と情報 ○ × ○
23 テレビ。新聞の秘密探検隊 ×
24 テレビの広報番組は必要か? ○ ○ ○
25 放送局の仕事 ×
26 新聞社の仕事 ×




















45ネットワー ク社会と私たちの暮らし ○ ○ ○






















































版  2010。3 pp.110‐113
















































































































































































究Ⅱ」の意志決定の場面での基底 となる事例は,「探究 I」 の過程で習得される説明的知識









































1解決策AIを選択すると, 要素b〔ま, 国 となる。
「
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版会  1996。2 pp.107‐131
③安西祐一郎『問題解決の心理学』中公新書 1985.3
④米田豊「『習得0活用。探究』の社会科授業づくりと評価問題」米田豊編著『「習得。活















るための視点を明らかにし,分析フレー ムワークを示す。第 2節では,授業分析フレー ム
ワークを用いて,先行授業実践を分析して得られた結果を考察する。

































































意志決定の類型 □提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 □ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)




解決策の要素ごとの未来予測 □ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     □ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    □ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択








































































































































































































































1 5 「上関町原発建設問題Jを考える 選択型 × ○
2 4 雪国のくらし 選択型 ○ ○
鉄作りと私たちの生活 提案型 × ○
4 6 首相公選制は是か非か 選択型 × ○
テレビの広報番組は必要か? 選択型 × ○
6 国境を越える公害 提案型 ○ ○
7 6 自衛隊は違憲か合憲か 選択型 × ○










12 6 捕鯨問題 選択型 × ○
77
第Ⅲ章 第2節
6 中野区の地域福祉 選択型 ○ ×
14 諫早湾干拓問題 選択型 × ○
環境を守る森林の働き 選択型 ○ ○
16 6 わたしたちの生活と政治 選択型 × ○
4 ゴミの最終処分場建設問題 選択型 X ○









21 メディアによる風評被害 提案型 ○ ○









25 6 新しい日本,平和な日本ヘ 提案型 × ○
26 台東区をしょうかいしよう 提案型 ○ ○
27 4 ごみはどこへ行くの 提案型 ○ ○














ごみの処理と活用 提案型 × ○

























5 鉄作りと私たちの生活 ○ ○ ×
6 国境を越える公害 ○ ○ ×
8 6 世界の平和と日本の役割 ○ ○ ×
10 6 平和を求める世界 ×
18 わたしたちの生活と森林 ○ ○ ×
19 6 わたしたちの願いを実現する政治 ○ × ○
20 ネットワー ク社会と私たちの暮らし ○ × ○
21 メディアによる風評被害 ○ ○ ○
23 ものを作る仕事をする人 ×




27 4 ごみはどこへ行くの ○ ○ ○
28 米作りの未来を考えよう ×
29 6 今に伝わる室町文化を体験しよう ○ × ○
30 3 地域が支えるお祭 りとわたしたち ○ ○ ○
工業の今と未来 X
32 6 平和で豊かな暮らしをめざして ×
































2 4 雪国のくらし × ○ ○
鉄作りと私たちの生活 ○ 探究 I ○ ○








6 国境を越える公害 × × ×
6 自衛隊は違憲か合憲か ○ 活用なし ○ ○















6 捕鯨問題 × ○ ○
6 中野区の地域福祉 ○ 探究 I × ×










4 ゴミの最終処分場建設問題 ○ 探究 I ○ ○
18 わたしたちの生活と森林 × × ×
19 6 わたしたちの願いを実現する政治 ○ 生活経験 ○ ○
20 ネットワー ク社会と私たちの暮らし × × ×
メディアによる風評被害 ○ 生活経験 × ○








○ 探究 I × ×
25 6 新しい日本,平和な日本ヘ × × ×
26 台東区をしょうかいしよう × × ×
4 ごみはどこへ行くの ○ 探究 I ○ ×







○ 生活経験 × ×
工業の今と未来 × × ×
32 6 平和で豊かな暮らしをめざして × × ×
4 ごみの処理と活用 × × ×
































4 雪国のくらし × ○
5 鉄作りと私たちの生活 ○ 探究 I ×
4 6 首相公選制は是か非か ○ 記載なし ○
5
テレビの広 報 番 組 は必 要
か ?
× ×
6 国境を越える公害 × ○
7 6 自衛隊は違憲か合憲か × ○












12 6 捕鯨問題 ○ 記載なし ○
6 中野区の地域福祉 × ○






4 ゴミの最終処分場建設問題 × ○









5 メディアによる風評被害 ○ 生活経験 ×












6 新しい日本,平和な日本ヘ × ×
26 3 台東区をしょうかいしよう × ×
27 4 ごみはどこへ行くの ○ 記載なし ×































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことができる。                       【思考・判断・表現】
。新聞,テレビ,インターネットのサイトが利益を得るしくみ (※1)を,統計資料,文











































































例えば,ネクソン社の開発したオンライングーム「メイプルス トー リー 」がこれにあた
る。メイプルス トー リー は,多くの多人数型オンラインゲームと同じで,無料で遊ぶこと
ができる。しかし,ゲー ムの進行を速くしたり;自分のキャラクターに新しい服を着せた


































































































































































































































































メ リッ トを考 え
る。


























































































































④岩田一彦 「貿易量は何故増え続けるのか」『社会科教育』No.587 明治図書 2008.4
pp.104‐109
⑤岩田一彦「お金の働き」『社会科教育』NO.590 明治図書 2008,7 pp.104‐109























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































組について判断をしようとする。               【関心・意欲・態度】
。これまでに習得した知識 (※「知識の構造図」を参照)を活用して,新聞社が売り上げ
を増やすためにどんな取組をすればよいかを,事実の分析をとおして判断することがで




















































































































































































































































































































































































































(1)社会認識形成 (「探究 I」 の授業過程)について
事実の分析的検討における子どもの思考とその構造を明らかにし,その理念型を組み込
んだ小学校社会科の授業(単元名 「情報を伝える」)を開発することができた。しかし,授業





















何を増やそうとしますか? 販売収入 ( ),広告収入 ( ),両方 ( )
こうして売り上げを増やすぞ !
※その理由はも
参考にした資料 (  ),(  ),(  )
社長の最終決断
何を増やそうとしますか? 販売収入 ( ),広告収入 ( ),両方 ( )
こうして売り上げを増やすぞ !
※その理由は、
参考にした資料 (  ),(  ),(  )















































































































































《鵞警擬・ミ{[:三:iヨ          :::::]
颯< :摯肇蝠
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で手に入れていることを知る。                      【知識】
。新聞で情報を調べるにはお金がかかり,テレビやインターネット (ヤフー )で情報を調











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戸 田 征 男
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.1
【分析対象】   ｀
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)




解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない




「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択







単元名 「上関町原発建設問題」を考える(小5) 授業者 吉田嗣教
出典 吉田嗣教「意思決定場面の『心理』を踏まえた社会科学習指導過程」全国社会科教育学会『社
会科研究』第49号  1998 pp.41‐50
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 上関町原発建設に賛成か,反対か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない









解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択













意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない














単元名 鉄作 りと私たちの生活C/1 5ヽ) 授業者 高間裕策
出典 高間裕策「工業生産とエネルギー使用をめぐる論争授業」岩田一彦編著『“エネルギー問題"
をめぐる論点 。争点と授業づくり』明治図書 2005.2 pp.166‐179
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 これからの鉄鋼業は, どうあるべきだろうか。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
鉄の生産量を減らす ■「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない




「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない











解決策の要素ごとの未来予瀬1 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  □生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 ■ある     □ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない















意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない









解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較Jによる手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択









意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない





「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択












意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
石炭をあまり使わないようにすればいい。 ■「探究 I」 □生活経験
北九州市のように国が厳しい基準を決めてもらう。 ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 □ある     ■ない











解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない





「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
















意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない





「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択













意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
国連に不服申し立てをし,国連軍に安全保障を求める。 ■「探究 I」 □生活経験
NATOに直訴し,安全保障:報復を行う。 ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究lJ  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない














解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択







意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない









解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない





「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択














意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない










解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択









意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない









解決策の要素ごとの未来予淑I □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない





「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない














意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない










解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 □ある     ■ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない

















意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない










解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある  .□ない
















意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない










解決策の要素ごとの未来予濃I ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない




「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない











単元名 環境を守る森林の働きf/j Dヽ 授業者 佐藤健
出典 佐藤健「計画ゲームを活用した判断力を育成する授業」岩田一彦 。米田豊編著『「言語力」を
つける社会科授業モデル 小学校編』明治図書 2008.3 pp.121・127
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 開発か,保全か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない










解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
解決策の未来予測をし,その「比較Jをすることで,「価値」「問題点」の明確化が行われている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない




判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
指導案の「予想される発言 。思考Jから,「相互扶助」か「自己責任」かという「価値Jを明確にして判
断させていることがわかる。
単元名 わたしたちの生活と政治K/」ヽ 6) 授業者 秋田真
出典 秋田真「合理的意志決定能力を育てる授業づくり」『弘前大学教育学部研究紀要クロスロー ド』





意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
















解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較Jによる手段の「価値 J の明確化 ■ある     □ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究IJ  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択






単元名 ゴミの最終処分場建設問題 授業者 山本友和 。西條誠





意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の朋確化 □ある      ■ない






「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択












意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J ■ある     □ない
できるだけカートカンを買う。 ■「探究 I」 □生活経験
カートカンのことを広める。 ■「探究 I」 □生活経験
店にお願いしておいてもらう。 (カー トカン) ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない


















意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
①役所に希望を出して,街灯を設置してもらう。 □「探究 I」 ■生活経験
②その道の周辺の家に門灯をつけるように呼びかける。 □「探究 I」 ■生活経験
③地域で夜の見回り運動をしてもらう。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 ■ある     □ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない



















単元名 ネットワーク社会と私たちの暮らし(小5) 授業者 長谷川康男
出典 長谷川康男「ネットワーク社会と私たちの暮らし [本論]」 長谷川康男編著『必備 !社会科の





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J ■ある     □ない
パソコンにすぐ入力できるように,1人ぐらい係りをつける。 □「探究IJ ■生活経験
医者を増やし,ベッド数を増やして,元々 ベッドをいくつか空けておく。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
「未来予浪1」「比較」についての記述は見られない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない




















意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)








」Rや観光業者に湯沢の元気な姿のポスターを作成し配布してもらう。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の I価値」の明確化 □ある     ■ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 日ある    □ない












解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較Jによる手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
解決策の未来予測はなされている。しかし,それぞれの解決策の「比較」は行われていない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない












単元名 生水の郷をまもるために 授業者 山内敏男
出典 山内敏男「事実分析したことを確認する評価問題」米田豊編著『「習得・活用・探究」の社会
科授業&評価問題プラン 小学校編』明治図書 2011.6 pp.70‐75
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 「生水の郷」はもっと見学者を受け入れるべきかどうか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない










解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択










紀要 授業・授業提案編 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.30・38
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 T会長の話を聞いて,考えたことを話し合おう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない










解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     日ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「統合」による再構成は行われている。 しかし,抽象的な内容となっている。
【分析視点⑤】解決策の選択







単元名 情報化した社会とわたしたちの生活 授業者 若林廣美・浦上動太・大島賢
出典 櫻井正義「第5学年授業提案J『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない










解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択





単元名 新しい日本,平和な日本へK/10ヽ 授業者 上間一蔵・木村薫
出典 菱田陽子「第6学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      日ない










解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較Jによる手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択












意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない












単元名 ごみはどこへ行くの(4ヽ0 授業者 恩田広樹 。松村みゆき・熊野亜李沙





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
牛乳パックを回収に持っていく。 ■「探究 I」 □生活経験
今まで以上に消しゴムや鉛筆など,学習用具を大切に使う。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない







「統合」による手段 (解決策)の再構成 日ある    □ない













解決策の要素ごとの未来予測 □ある     日ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較Jによる手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
















意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない






「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■なし
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択














意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめJによる「類推J ■ある     □ない
能をもつと分かりやすくする。 □「探究 I」 ■生活経験
字幕や解説を入れて分かりやすくする。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予瀬1 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない






「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択





単元名 地域が支えるお祭りとわたしたち(小3) 授業者 坪根彩夏 。中村征博
出典 川崎義人「第3学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)




大人になったら,自分が「べったら市」保存会に入りたい。 ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない






【分析対象】               ′
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)




解決策の要素ごとの未来予測 □ある     日ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない




「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    日ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   ■ない
単元名 工業の今と未来K/1 5ヽ) 授業者 関澤里織・木庭宏明
出典 北川大樹「第5学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない

















解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】17決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択




単元名 平和で豊かな暮 らしをめざしてK/J 6ヽ) 授業者 目黒正光 。中里恵美子
出典 石田奈賀子「第6学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研
究紀要 授業・授業提案編 第五会場中央区立日本橋小学校』2013.1l pp.52‐61
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 「これからどんな日本橋にしていきたいか」考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない






「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択




できない。   ,
方法を考えさせている
「比較」を行うことが





意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (日標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
ごみを決められた場所に捨てたり持ち帰つたりした方がよいと思う。 ■「探究 I」 □生活経験
電車やバスの中では,静かに過ごさなければいけないと思う。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない










解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択










意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
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指導教員   米田  豊
「意志決定」学習
その課題を次の二
